
令和６年度 第１回青少年指導関係運営協議会 会議録 

     

日 時 令和６年６月１８日（火） 

午後２時４０分から午後４時 

場 所 木更津市役所朝日庁舎 

 

出席委員  中島緑委員、佐久間委員、平野委員、坂巻委員、 

丸委員、大滝委員、遠藤委員、鈴木義信委員、 

地曵委員、水島委員、望月委員 

 

１ 開会 

２ まなび支援センター所長挨拶 

３ 協議 

①令和６年度まなび支援センター青少年指導関係活動の方針について 

②会長、副会長の選任 

③情報交換 

 

〔事務局から説明〕 

本協議会の委員の皆様におかれましては、今年度、委嘱替えとなりました。 

 略儀ながら、委嘱状を机上に置かせていただきました。新しく委員になられた方は５名 

いらっしゃいます。 

 任期は木更津市まなび支援センターの設置及び管理に関する条例第５条第３項によりまして、

令和８年５月３１日までとなっております。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 会に先立ちまして、ここでひとつ皆様にご承知願いたいことがあります。 

 本協議会は、木更津市審議会等の会議の公開に関する条例により公表されておりますが、本日

の傍聴人はありません。また、会議録は木更津市のホームページ上で公開されることとなります。

会議中は録音機により会議を録音いたしますのでご承知ください。 

それではただ今から、令和６年度第１回木更津市青少年指導関係運営協議会を開催いたします。

会議開催にあたり委員１４名のうち、１１名の出席により会議が成立いたしますことをご報告い

たします。 

この会の趣旨は青少年健全育成に係る取り組みを行っております本センターの運営等について

ご意見を頂くと共に、関係機関等の取り組みをご紹介頂き、連携して青少年健全育成を図るため

の会議でございます。 

それでは、協議に入ります前に、まなび支援センター所長よりご挨拶を申し上げます。 

 

所長あいさつ 

 

〈事務局〉 

 ありがとうございました。 

それでは、これより協議に入りたいと思いますが、事務局より若干ご説明申し上げたいこと

がございます。 

お手元の協議会資料、木更津市まなび支援センター管理規則ですが「第３条第１項」に「会長



及び副会長を各１人置く」とございます。 

同じく「第２項」をご覧ください。「会長及び副会長は委員の互選により定める」とあります。 

それでは、齋藤会長に座長をお任せいたします。よろしくお願いいたします。 

 

〈中島副会長〉 

 副会長の中島です。新会長選出につきまして、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 それでは、協議にはいります。 

まず、会長、副会長の選出ですが、どなたか立候補なさる方いらっしゃいますか。 

推薦される方。 

 

〈所長〉 

事務局案を提案いたします。中島副会長を会長に、補導員会長の地曵委員を 

副会長でいかがでしょうか。 

 

〈中島副会長〉 

いかがでしょうか。(確認) 

ありがとうございます。それでは、会長は私 中島、副会長を 地曵委員ということでご異

議ございませんか。 

それでは、新会長、新副会長が決まりましたので簡単にご挨拶させていただきたいと思い

ます。 

中島新会長あいさつ 

地曵新副会長あいさつ 

それでは、引き続き議事をすすめていきたいと思います。それでは、引き続きまして、協

議事項の②令和６年度木更津市まなび支援センター青少年指導関係活動の方針について、

事務局説明願います。 

 

〈所長〉 

令和６年度木更津市まなび支援センター青少年指導関係活動の方針について説明 

 

〈中島会長〉 

事務局からの説明について、ご質問･ご意見等ございましたらお願いします。 

 

（質疑･意見） 

ご質疑等ないようですので、次に 情報交換に移りたいと思います。 

 

〈佐久間委員〉  

子ども達は見えないところからの話しでトラブルが多い。スマートフォン内での課金を何

万円もしている事も。さすがに親のカードで勝手に課金というのは今のところ無いが、仲間

の情報を勝手にアップしてしまい仲間から外されたなど。 

スマートフォントラブルは学校外で起きているので、そもそも子どもに持たせている保護

者がどう使っているか分かっていなければならない。保護者への指導も必要だが、学校でも

県のサイバートラブル講演会やＳＮＳ教室を開催している。 



〈平野委員〉 

 佐久間校長先生からもあったように、中学校から高校になると、小学校からの指導を受け

てきているので、ある程度、上手く使えていると思う。ＳＮＳの書き込みなどの事は警察にも

情報提供してもらっている。 

 詐欺メールに引っかかってしまった時に家庭に対処してもらうが、友達にも助けてもらい、

少なくなってきている。 

 定時制の生徒はここ数年多く、１年生は３３名おり、県内で１番多い。夏休み前にスマート

フォンの使い方の指導をする予定だが、２０歳を過ぎている生徒もいるので、色々な研修が

必要となる。 

 

〈坂巻委員〉 

 今年から生徒指導主任。問題は動画関係が多い。殆ど、外で起きている事。 

 また、自転車の事故が増えている。ヘルメットの必要性を感じている。登下校時の不審者情

報が増えており、駅周辺での痴漢行為があった。注意喚起している。 

 

〈丸委員〉 

 今年より、子育て支援課で子ども家庭センターと健康推進課と一体となり虐待や、養育困

難などに取組みを行っている。最近は暴力ではなく、貧困による虐待が心配なところ。衣食

住がままならない子どもが、先生などに上手く伝えられるかどうか。年齢の上がった子は言

い辛くなってしまうのかもしれない。気づいた方は連絡して頂きたい。様々な支援制度や関

係機関と協力し改善できるよう努力したい。 

 

〈大滝委員〉 

 請西、真舟地区で民生委員をしている。地域を守る仕事だと思う。連絡会で学校との情報

交換ができていたがコロナ禍から無くなってしまい、学校に来られていない子がわからな

い。ヤングケアラーの子がいるとは聞くが、学校との連絡会がないとそれも分からない。 

 

〈中島委員〉 

 やはり会議などで顔見知りになると情報交換がしやすい点がある。この機会もとても良い

と思う。 

 

〈遠藤委員〉 

  家庭裁判所に係る少年事件数は、令和４年度まで全国的に減少傾向だったが、令和５年

度に新型コロナ禍前の令和元年の水準にまで戻ってきている。木更津支部でも、前年度より

も若干増加がみられた。 

 窃盗や粗暴非行の他、特殊詐欺の受け子、出し子、児童ポルノ。これは未成年者の性的画

像の所持、提供、公然陳列などの事件が特徴的。 

また、１４歳未満の触法少年など家庭や学校の指導から早い年齢で逸脱しているケースが

散見された。その他、特殊詐欺を県外で実行した少年や、他県の警察が認知、捜査した児童

ポルノ事件が送致されてきた例もあり、ＳＮＳの利用で被害者が遠方に住んでいるなど、事

件の広域化の印象がある。 

実務の印象として、自分の欲求を満たす行動が犯罪にならないか、いつ何時、加害者なる



のではないかと自分で考えられない子が多い。もっと学んで欲しいと感じる。 

ルールを破ることで、他の人が不快に感じることは、その少年にとっても不快な体験とな

る事に気づいてもらえるよう実務にあたっている。 

 

〈鈴木義信委員〉 

 木更津警察署少年警察ボランティアは、生活、防犯指導を防犯指導員として、月２回袖ヶ

浦駅、木更津駅周辺を午後７時から街頭指導を行っている。子供たちはおとなしく、問題行

為もない。 

主な事業としてソフトバレーボールを各中学校区輪番で年一回一校ずつ行い、今年は鎌足

中で行う予定。港まつり前のパトロールも行う予定。 

 

〈地曵副会長〉 

今年度より補導員連絡協議会の会長となった。補導員は市長から委嘱を受け、県内では 

１７市で活動している。主な活動は各中学校区でパトロールが中心。その他に地域のお祭り

やイベントで警備をしたり、今年度は薬物乱用防止教室を高専で行う予定。 

 活動のひとつにＪＲ乗車マナーというのがあったが、今は乗車マナーが向上したので、駅

周辺のパトロールにしている。乗車マナ―指導の際に、席を譲られたこともあった。地域で

のパトロールの際にも、頑張ってと逆に声をかけてくれたりと、やさしい子が多い。 

 

〈水島委員〉 

青少年相談員で副会長をしている。今の子ども達には、こちらから声を掛けていかなけれ

ばならない。先生方にも、是非、毎日声を掛けて欲しいと思う。声を掛けられない子は、学

校がつまらなく感じて、不登校への引き金になりかねない。 

青少年相談員の事業で、少年少女の主張や川柳を募集するが、心の闇が感じられる作品も

ある。気をつけていきたい。 

 

〈望月委員〉 

 自分自身が子育てをしている中で、学校評議員で校内を見て回らせてもらった。タブレッ

ト学習が浸透しているが、漢字の書き取りなどは実際に字を書いたりするのも必要だと思

う。タブレットがあると動画を見たりできるので、ルール作りがとても重要。 

 登下校時に声掛けのボランティアをしているが、挨拶できる子、下を向いている子、様々

だが、声掛けの重要さを感じている。 

 

〈中島会長〉 

 学生達を見ていて感じたことの一つに、カードの使い方がある。リボ払いなど、その時は

いいが、後で支払いが大変になるなど、仕組みが分かっていないと思う。 

 スマートフォンなどでのトラブルが起きた時、所属している団体に連絡が来たりするの

で、先生方の負担が増すと思われる。今回の会議のような場で是非、ネットワークを作って

繋がっていただきたい。 

 

〈事務局〉 

ありがとうございました。 



それでは、次回以降の会議についてご説明申し上げます。 

先程、活動方針でもご説明いたしましたが、昨年度、第２回を書面にて開催いたしました

が、疑義等無かったことも踏まえ、当運営協議会を年２回の開催といたします。 

第２回は、令和７年２月１２日の開催を予定しています。会場は、同じく市役所朝日庁舎で

す。 

委員の皆様方におかれましては、今後とも青少年健全育成のために、それぞれの立場でご

尽力いただきますとともに当センターの運営に、ご指導ご鞭撻いただきますようお願い申し

上げ、本日の会を閉会いたしたいと思います。ご協力ありがとうございました。 


